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表 紙 の 説 明

気候の変化は,一般に,時間のかかるフィールドワークによって解読されてきているが,

ここでは直観的に明瞭な写真を紹介してみよう。

地表が凍結と融解をくりかえすと, さまざまな模様を1描 いて礫が斜面を流れおち,山が

侵食されてなだらかになる。この現象をソリフラクションという。写真は,乗鞍山頂近い

高天原に見られる現成のもので,線状土とよばれる。渡島半島を除く北海道の大部分の地

形が,海面に近いところまで,なだらかなのは,ヴ ュルム氷期に,乗鞍山頂に近いような

気候状況があったためと考えられている。これは現成であるが,も し流下中の礫が,た と

えばハイマツの上に乗りかかっているところがあれば,寒冷化を示している可能性もある。

粘土の堆積はもともと水平におこなわれたはずであるが,それが複雑な模様を描いてい

ることがある。堆積後,凍結融解による横圧で雛曲をしたもので。この現象はインボリュ

ージョンという。袋状をなすことが時々あり,氷袋土とよばれる。これは下北半島大間崎

近くのもので,上下の地層の関係からヴュルム氷期の形成とされている。

表現は適当でないかもしれないが,雨の化石というものもある。これはベルリン自由大

学自然地理学教室の Wolfer mann氏から送られてきたもので,私がとったものではない

が,珍 しいので紹介しておきたい。場所は東サハラ,チ ベスチ山地。1966年 5月 末頃に降

った雨で,その時の風向は,穴の形から,北およびJヒ東であったと読みとられている。い

ま完全乾燥の地に雨の化石があれば,か って若千湿潤であったことを示すが,湿潤地帯で

発見されれば,過去の過燥の指標とされる。         ^

地理学教室 鈴 木 秀 夫
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